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2007年新潟県中越沖地震震源域周辺の験潮井戸応答調査ならびに津波波形補正

In situ Measurements of Tide Gauge Response and Corrections of Tsunami Waveforms
from the 2007 Niigataken Chuetsu-oki Earthquake
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2007年 7月 16日午前 10時 13分頃、新潟県沖を震源とするMJMA6.8の地震が発生した。この地震にともない津波が
発生し、震源に近い柏崎市番神験潮所（新潟県管理）において片振幅約 1 mの押し波を観測したのをはじめ、震源域周
辺の各験潮所で明瞭な津波波形が記録された。
ところで、日本海沿岸の井戸型験潮儀は、冬季の波浪による影響を避けるために、井戸と外海とをつなぐ導水管を細く

したり、詰め物をしたりするなどの対策がとられている。このため、験潮記録は実際の津波を正しく表わしていないこと
が、1983年日本海中部地震の際に指摘された。そこで、新潟県および山形県沿岸の 10カ所、すなわち鼠ヶ関、小木、柏
崎鯨波（以上、国土地理院）、粟島（海上保安庁）、両津、岩船、寺泊、柏崎番神、直江津、及び姫川（以上新潟県）につ
いて、その応答特性を調査した。その調査の概要は、実際に現地の験潮井戸内の海水をポンプでくみ出し（注ぎ込み）、
外海とある程度の水位差を設けたらポンプを止め、井戸内の水位が自然回復して外海の水位と一致するまでの井戸内と
外海の水位変化を測定する、というものである。その結果、粟島、岩船、及び姫川に関しては験潮井戸と外海の水位変
化はほぼ等しく、記録された津波波形は応答特性の補正をする必要がないことがわかった。それ以外の地点では導水管
の影響により、観測された津波波形は必ずしも験潮所周辺の外海の水位変化を表しているとは限らないことがわかった。

2007年新潟県中越沖地震津波波形について、今回調査した応答特性結果を用いて補正を行った結果、もっとも振幅が
大きかった柏崎番神では、補正前の第 1波および第 2波の片振幅が+95 cmおよび+88 cmであったのに対し、補正後は
それぞれ+102 cmおよび+114 cmとなった。また、補正後の最大振幅値は柏崎番神港の護岸における浸水高さとおおむね
一致している。柏崎鯨波と小木においても、応答特性調査結果を用いて観測津波波形を補正すると、記録された波形と
は若干異なる波形を得た。
　注）験潮所の名称は機関によって異なるが、ここでは『験潮所』で統一した。
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